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農業ै事者の高ྸ化や農業人ޱ
の減গにより，日ຊ国内では์غ
஍の増加がଓき，ฏ成 27 年時఺で
�2�� ສ IB と 全 耕 ஍ の ໿ 10 ˋ が 耕
作 ์ غ さ れ て い た（IUUQT���XXX��
DBo�Ho�KQ�Lei[Bi�TIiNoO�LBiHi�
TQeDiBM�20�0UG�2�111��TIiSZoV1@2�
QdG）。世界全体で見ても，Ԙ類集ੵ
やෆద੾な農஍利用により耕作์غ஍
面ੵは増加をଓ͚ており，গし古い
ਪܭとなるが 1990 年までに 2 ԯ IB
が耕作์غ஍となっていた（CSBNeSɹ
BOd )obbT  2007）。このように世界
֤஍で増加をଓ͚る耕作์غ஍につい
ては，農業生産の面からはޮ཰的な෮
元がٻめられる一方，生物相อ全の観
఺からは農஍ڥ؀からඇ農஍ڥ؀への
移ߦのػ会ともଊえられ，どのような
生態ܥを࠶生・ҡ࣋していくかという
議࿦が౔஍؅ݯࢿ理上重ཁとなる。

耕作์غされ؅理ఀ止状態が長年に
౉りଓいていくࡍに౔஍؅理を۩体的
にݕ౼する上では，そこに生育する植
物܈集がどのように経年変化していく
のか，という植生ભ移の過程を೺Ѳす
ることが重ཁとなる。日ຊのஆԹଳを
ྫとすると，Րࢁの෾Ր後の౔৕が形
成されていないད஍において，最初に
஍ҥ類が定着し，その後，草ຊ，௿木，
明るいڥ؀を޷むཅथの高木，そして
最終的にはর葉थྛをߏ成するӄथの
高木が優占していく，というような植
生変化は一次ભ移とݺばれ，高ߍのڭ

科ॻなどでもѻわれる生態現৅であ
る。また農஍のようにطに౔৕があり，
その中に生きた植物の種ࢠや根のある
状態から進ߦする植生ભ移はೋ次ભ移
とݺばれる。耕作์غ஍にお͚る植生
のೋ次ભ移については世界֤஍で長年
に౉る研究の஝ੵがあるが，ۙ年は؅
理ఀ止が長期化したࡍに，֎来種やڝ
૪ഉ除ޮ果のڧい在来種のൟໜなどに
より当֘஍Ҭのయ型的とされる৿ྛ植
生౳へのճ෮が્害されるέースが世
界֤஍からใࠂされている（CSBNeS 
BOd )obbT 2007）。

ຊߘでは，日ຊの์غാ植生につい
て，์غをめぐるࣾ会৘੎とஶ者らが
取り૊んできた関౦ฏ野の耕作์غാ
を対৅とした植生ભ移研究事ྫを中心
に঺介する。ຊߘを通じて，農஍ݯࢿ
や஍Ҭの自વڥ؀の؅理の一ߟࢀとし
ていただきたい。

���೔ຊͷാ஍͓Αͼ࡞ߞ
஍Λ८Δ৘੎غ์

ຊઅでは 5oLVoLB BOd /BLBHoTIi
（2017）の内容の一部を以Լ，຋༁సࡌ
する（సڐࡌ可൪߸ �01�0��1�ɿシュ
プリンΨーネイチϟーࣾ）。

日ຊではমきാ農業が古来からଓく
最も古いാ作農๏の一つである。মき
ാ農஍の多くは 19 世紀後半より常ാ
へとస׵されたが，19�0 年時఺でも
1 ສϔクタールを௒える農஍でমきാ
がӦまれていた。ਿຊ（199�）によ
ると，日ຊでは 12 世紀から 1� 世紀

にか͚て，মきാから常ാへのస׵が
進んだとされる。その当時はഴ，大౾，
໖花などが年ߩの対৅作物として耕作
され，雑ࠄ，野菜，ຑ，໖花などが自
�ഓされていた。1࠿作物としてڅ 世
紀から 1� 世紀にか͚てはഴと大౾の
ೋໟ作がߦわれるようになった。17
世紀以߱は，常ാで作෇͚される作物
は様々な野菜，໖花，タバコ，ナタネ
など多様化し，これらが঎業的に࠿ഓ
され，֤஍のڥ؀にద応した࠿ഓ体ܥ
が֬立されていた。19 世紀には܂の
ഓが増加し，19࠿ 世紀後半以߱は果
थ園が増加した。

19 世紀中൫始め以߱，農業ٕज़や
多くの作物種が੢༸諸国より導入され
たが，֤஍の古࿝の知識にجづく自څ
的な農業はґવとして޿くଓ͚られて
いた。ୈೋ次世界大ઓよりલには，΄
とんどの農作業は人ྗあるいは໾சに
よりߦわれていた。ࢪංはখن模農家
が自身で֬อする༗ػංྉやׯҷ 	 ΄
しか 
 にґっていた。20 世紀初め以
߱はۚංの使用もঃ々に増えてきた。
ୈೋ次世界大ઓ後は，農業のػց化や
化成ංྉの౤入が全国的にී及してき
た。࠿ഓ体ܥも多様な自څ，঎඼作物
の࠿ഓから，঎඼作物の୯作へと移ߦ
してきた。1970 年代の経済成長期に
は，農業のऩӹ性はଞ産業にൺべམち
込み，それ以߱現在まで耕作์غ஍の
増加がଓいている。（຋༁終わり）

ɹ次અからは主に関౦ฏ野の耕作์
しࠂാを対৅にஶ者らがこれまでใغ
てきた成果の֓ཁを঺介する。

ാʹ͓͚るغ์࡞ߞ
২ੜભҠʹ͍ͭͯ
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のσータの࠶集ܭにより，200� 年に
関౦ฏ野のランダムにબばれた 1� の
஍Ҭ（1 ஍Ҭはຌそ 100IB）を対৅に
耕作์غാの優占植物を調ࠪした݁果
をද �1 にࣔす。耕作์غの初期ஈ֊
に一ૣく圃場に定着する自立する一年
生草ຊやೋ年生草ຊを中心とした植物
མが܈ ����ˋと最も大きいׂ合を占
めていた。それに次ぐ植物܈མの内༁
を見ると，܈མ上૚を覆うつる植物と
して，Χナムグラやクζが多く，஍ද
をඃ覆する自立する植物としてはアζ
マネザα，ηイタΧアϫダチソウ，ス
スΩが最も޿くڞ通して見られ，これ
らは合ׂܭ合で �0�9ˋだった。また
これに次いでモウソウチクやマダέと
いった஛の優占する立஍も 7�2ˋで֬
認された。調ࠪ時఺では޿葉थೋ次ྛ
にまで成ྛした圃場は ��1ˋだった。

この優占植物の調ࠪではクζやアζマ
ネザαが圃場の一面を覆う様ࢠが޿く
観察されたが，このような圃場はどの
程度؅理ఀ止がܧଓされているのか？
またथ木の定着はスムーζに進むのだ
ろうか？というٙ問が生じてきた。

	�
�ΞζϚωβα΍Ϋζͷൟໜʹ
ΑΔथ໦࣮ੜఆணͷ્֐

؅理ఀ止状態がൺֱ的長い耕作์غ
ാではつる植物ではΧナムグラやクζ

（ਤ �1 自立して஍දをඃ覆する，（ࠨ
植物としてはアζマネザα（ਤ �1 ӈ），
ηイタΧアϫダチソウ，ススΩなどが
多く見られた。ஶ者らがこれら植物に
よってඃ覆された耕作์غ஍ 11 Օ所
を 200� 年に調ࠪした݁果から，耕作

஍内で観察されたथ木の実生数غ์
は，ᶃ์غ年数の増加とは相関関܎が
見られず（つまり，์غ年数が長くな
ればथ木の定着がどんどん進む，と
いうことではなく），ᶄ܈མ内の開ۭ
度（थ木実生へのޫのಧきやすさのࢦ
ඪ）とਖ਼の相関が見られた。特にク
ζ，Χナムグラ，アζマネザαのඃ覆
཰の増加に൐い開ۭ度は௿Լしていた

（5oLVoLB et al� 2011）。この݁果を
ड͚て，優占植物とのޫをめぐるڝ૪
を主ཁҼとしてथ木実生の定着્害が
生じているのか？ あるいはそのଞの
ཁҼも実生の定着્害に関܎している
のか？ について次に঺介する操作試
。したূݕによって௥加ݧ

ද ��　ؔ౦ฏ໺ͷغ์࡞ߞാ໘ੵશମʹ઎ΊΔ༏઎২෺छͷׂ߹ʢ����೥ௐࠪʣ

ਤ ��　ؔ౦ฏ໺ͷغ์࡞ߞ஍ʹଟ͘ݟΒΕΔΞζϚωβαʢӈਤʣͱΫζʢࠨਤʣ

表-１ 関東平野の耕作放棄畑面積全体に占める優占植物種の割合 

調査は 2008 年に実施した。 

優占種の生活型 群落表層のつる植物 地表を被覆する植物 
放棄畑面積全体に占

める割合（％） 

一年生草本や二年生草

本中心 
 

ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，メヒシバ

他多数 
36.5 

つる植物 カナムグラ，クズ アズマネザサ，セイタカアワダチソウ，ススキ 23.8 

ササ カナムグラ（少） アズマネザサ，セイタカアワダチソウ（少） 14.7 

多年生草本（セイタカア

ワダチソウ中心） 
カナムグラ（少） セイタカアワダチソウ，ススキ，アズマネザサ 12.4 

竹（マダケ属）  モウソウチク，マダケ，ハチク（少） 7.2 

広葉樹二次林  ムクノキ，エノキ，シラカシ，コナラ，ヌルデ等 4.1 

ススキ属 カナムグラ（少） 
ススキ，オギ，セイタカアワダチソウ（少），ア

ズマネザサ（少） 
1.3 

 
 
表-2 播種・植栽導入一年後の実生生残率（％） 

導入方法 樹種 刈り取り区 非刈り取り区 

播種 コナラ 45 1 

 シラカシ 30 0 

 スダジイ 26 0 

植栽 アカマツ 56 0 

 ヤマハゼ 85 0 

 イヌシデ 67 0 

 エノキ 98 2 

 ムクノキ 35 0 

 コナラ 88 13 

 シラカシ 17 0 

 スダジイ 2 0 
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ാʹ͓͚Δथ໦غ์࡞ߞ���
࣮ੜͷఆண્֐ཁҼͷ࣮ݧ
ূݕ

ある植物が植物܈མ内に定着でき
るかについては，種څڙࢠの༗ແ

（4eed MiNiUBUioO）と生育ڥ؀のదෆ
ద（.iDSo�TiUe MiNiUBUioO）の 2 つの
ཁҼよりূݕされる（&SiLTToO BOd 
&ISMēO 1992）。ஶ者らはアζマネザ
αが୯一で優占した圃場とアζマネザ

αの上૚をクζやΧナムグラがඃ覆し
た圃場を対৅に，थ木種ࢠの೻種や実
生植࠿と生育ڥ؀の改変ॲ理を૊み合
わͤた野֎操作試ݧをߦった。

	�
�ΞζϚωβαͷ্૚ΛΫζɼΧ
φϜάϥ͕෴͏܈མͰͷૢݧࢼ࡞
݁Ռ

アζマネザαとクζの྆方がൟໜ
した์غാにおいて操作試ݧをߦい，
植生の刈り取りの༗ແやམ葉མࢬの
ඃ覆が在来थ種の定着に及ぼす影響
を 1 年 間 観 察 し た（5oLVoLB et al� 
201�）。その݁果，ඇ刈り取り۠では
在来थ種の定着が΄とんど進まなかっ
た（ද �2，ਤ �2ʀʮ農業ٕڥ؀ज़研究所・
研究成果৘ใ・�2 集より部分సࡌʯ）。

植࠿実生のࢮރした࢟や，圃場内にࢄ
ཚした೻種༝来と思われるυングリの
৯べかすの状態からは，܈མ内の҉さ
や野生動物（おそらく後ड़のように野
ネζミ౳）による種ࢠの৯害がथ木の
定着を๦͛たとߟえられた。

	�
�ΞζϚωβα͕୯ҰͰ༏઎ͨ͠
Ռ݁ݧࢼ࡞མͰͷૢ܈

植物体の高さが � ̼程度にࢸった
アζマネザαが୯一で優占した์غാ
において，植生の刈り取りの༗ແ，མ
葉མࢬのඃ覆の༗ແ，動物のアクηス
ස度をܰ減さͤるۚ໢と防鳥ࢳઃஔの
༗ແを૊み合わͤた試۠ݧをઃ͚，�
種の在来थ種の種ࢠを೻種し，これら
थ種の初期定着に及ぼす操作ཁҼの影
響をূݕした 	5oLVoLB et al� 2019
。
在来थ種には明るいڥ؀を主な生育஍
とするアΧマπ，ΤϊΩ，ムクϊΩ，
コナラ，҉いڥ؀を主な生育஍とする
シラΧシ，スダδイを用いた。

この操作試ݧの݁果，ਤ �� にࣔす
通り，थ種によって定着્害ཁҼが異
なることが明らかとなった。まずアζ
マネザαによってඃ覆された܈མ内は
明るいڥ؀を޷む上ड़の � 種にとって
は生育生理的な面でదしておらず，ރ
体が多数見られた。一方で茎ݸするࢮ
がஶしく৳ͼたె長成長とはなるが，
シラΧシ，スダδイについては初期の
体が多ݸは໔れることが出来るࢮރ
かった。このようなथ種間のࢮރ，ె

ද ��　೻छɾ২࠿ಋೖҰ೥ޙͷ࣮ੜੜ࢒཰ʢˋʣ

表-１ 関東平野の耕作放棄畑面積全体に占める優占植物種の割合 

調査は 2008 年に実施した。 

優占種の生活型 群落表層のつる植物 地表を被覆する植物 
放棄畑面積全体に占

める割合（％） 

一年生草本や二年生草

本中心 
 

ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，メヒシバ

他多数 
36.5 

つる植物 カナムグラ，クズ アズマネザサ，セイタカアワダチソウ，ススキ 23.8 

ササ カナムグラ（少） アズマネザサ，セイタカアワダチソウ（少） 14.7 

多年生草本（セイタカア

ワダチソウ中心） 
カナムグラ（少） セイタカアワダチソウ，ススキ，アズマネザサ 12.4 

竹（マダケ属）  モウソウチク，マダケ，ハチク（少） 7.2 

広葉樹二次林  ムクノキ，エノキ，シラカシ，コナラ，ヌルデ等 4.1 

ススキ属 カナムグラ（少） 
ススキ，オギ，セイタカアワダチソウ（少），ア

ズマネザサ（少） 
1.3 

 
 
表-2 播種・植栽導入一年後の実生生残率（％） 

導入方法 樹種 刈り取り区 非刈り取り区 

播種 コナラ 45 1 

 シラカシ 30 0 

 スダジイ 26 0 

植栽 アカマツ 56 0 

 ヤマハゼ 85 0 

 イヌシデ 67 0 

 エノキ 98 2 

 ムクノキ 35 0 

 コナラ 88 13 

 シラカシ 17 0 

 スダジイ 2 0 

 

 
 
 
 

ਤ ��　ΞζϚωβαͱΫζͷמΓऔΓ۠ͱඇמΓऔΓ۠ͷ༷ࢠ
刈り取り区 非刈り取り区
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ద（.iDSo�TiUe MiNiUBUioO）の 2 つの
ཁҼよりূݕされる（&SiLTToO BOd 
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	�
�ΞζϚωβαͷ্૚ΛΫζɼΧ
φϜάϥ͕෴͏܈མͰͷૢݧࢼ࡞
݁Ռ
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	�
�ΞζϚωβα͕୯ҰͰ༏઎ͨ͠
Ռ݁ݧࢼ࡞མͰͷૢ܈
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種の在来थ種の種ࢠを೻種し，これら
थ種の初期定着に及ぼす操作ཁҼの影
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。
在来थ種には明るいڥ؀を主な生育஍
とするアΧマπ，ΤϊΩ，ムクϊΩ，
コナラ，҉いڥ؀を主な生育஍とする
シラΧシ，スダδイを用いた。

この操作試ݧの݁果，ਤ �� にࣔす
通り，थ種によって定着્害ཁҼが異
なることが明らかとなった。まずアζ
マネザαによってඃ覆された܈མ内は
明るいڥ؀を޷む上ड़の � 種にとって
は生育生理的な面でదしておらず，ރ
体が多数見られた。一方で茎ݸするࢮ
がஶしく৳ͼたె長成長とはなるが，
シラΧシ，スダδイについては初期の
体が多ݸは໔れることが出来るࢮރ
かった。このようなथ種間のࢮރ，ె
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表-１ 関東平野の耕作放棄畑面積全体に占める優占植物種の割合 

調査は 2008 年に実施した。 

優占種の生活型 群落表層のつる植物 地表を被覆する植物 
放棄畑面積全体に占

める割合（％） 

一年生草本や二年生草

本中心 
 

ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，メヒシバ

他多数 
36.5 

つる植物 カナムグラ，クズ アズマネザサ，セイタカアワダチソウ，ススキ 23.8 

ササ カナムグラ（少） アズマネザサ，セイタカアワダチソウ（少） 14.7 

多年生草本（セイタカア

ワダチソウ中心） 
カナムグラ（少） セイタカアワダチソウ，ススキ，アズマネザサ 12.4 

竹（マダケ属）  モウソウチク，マダケ，ハチク（少） 7.2 

広葉樹二次林  ムクノキ，エノキ，シラカシ，コナラ，ヌルデ等 4.1 

ススキ属 カナムグラ（少） 
ススキ，オギ，セイタカアワダチソウ（少），ア

ズマネザサ（少） 
1.3 

 
 
表-2 播種・植栽導入一年後の実生生残率（％） 

導入方法 樹種 刈り取り区 非刈り取り区 

播種 コナラ 45 1 

 シラカシ 30 0 

 スダジイ 26 0 

植栽 アカマツ 56 0 

 ヤマハゼ 85 0 

 イヌシデ 67 0 

 エノキ 98 2 

 ムクノキ 35 0 

 コナラ 88 13 

 シラカシ 17 0 

 スダジイ 2 0 

 

 
 
 
 

ਤ ��　ΞζϚωβαͱΫζͷמΓऔΓ۠ͱඇמΓऔΓ۠ͷ༷ࢠ
刈り取り区 非刈り取り区
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長成長による生残の܏向は，アζマネ
ザαのൟໜに൐うྛচのޫݯࢿのෆ଍
とそのڧさをࣔࠦするものと思われ
る。ただしこのような生育生理的な؀
対৅ݧとしての制限に加えて，全試ڥ
थ種の種ࢠ౳を޿৯に࠾৯する野ネζ
ミによる৯害影響もਙ大であることが
ηンαーΧϝラによりه࿥された野ネ
ζミの࠾৯ߦ動から明らかとなった。

このような野ネζミの৯害およͼޫ
制限の解ܾをਤるためにはααの刈り
取りが༗ޮではある。しかし，刈り取
り۠では一定程度成長した当年実生を
ౙから春にか͚て࠾৯するχϗンϊウ
αΪやムクϊΩおよͼアΧマπの種ࢠ
あるいは出芽௚後のࢠ葉を࠾৯する֎
来ङྌ鳥のコδュέイによる৯害によ
りथ木実生の定着が્害された。མ葉
མࢬによるඃ覆はアΧマπなどখ型の
種ࢠ植物の出芽཰を௿Լさͤる可能性
もࣔࠦされた。人ҝ的に೻種，植࠿し
た実生の生残཰を高めるためには導入
するथ種とその導入方๏のݕ౼，アζマ
ネザαの刈り取りに加え，野生鳥्の࠾
৯影響やམ葉མࢬのඃ覆による影響につ
いてもྀߟする必ཁがあることがこの試
から明らかとなった（ਤݧ ��）。

ʹޙ࠷

日ຊのാ஍およͼ耕作์غ஍を८る
৘੎からは，過去数世紀の間にෳ雑か
つ，࠶現性のແい農業ٕज़の変化があ
り，その中で現在，耕作์غ஍は増加
をଓ͚ている。これに加えて農耕஍周
辺の植生配ஔも過去̎世紀の間に大
きく変化してきており，খໆ（200�）
によれば，19 世紀後半に໿ 1�00 ສ
IB という޿大な国౔が草஍だった頃
から，19�0 年代には草஍は໿ 200 ສ
IB 未ຬに，2001 年にはわずか �� ສ
IB にまでٸ減している。چ来の刈り
取りやՐ入れによりૈ์的にҡ࣋され
ていた半自વ草஍の主ཁߏ成種の一つ
としてはススΩが知られるが，スス
Ωのൟໜする草஍はथ木（5TVZV[BLi 
200�）やرগな野草（0TBXB 2011）
の定着をॿ͚るޮ果が知られている。
この 19 世紀後半からの草஍のٸ減は
耕作์غ஍に移入してくるススΩ౳の
草ຊの種ྔࢠや，์غ初期の植物܈མ
の種૊成にも大きな変化をもたらして
きたものと思われる。さらには஍球ن
模のڥ؀ཁҼとしてؾ候変動に൐う植
物܈集ߏ଄の変化や世界的な物ྲྀ໢の

発達に൐う֎来植物の移入およͼ定着
も植生ભ移に影響する重ཁなཁҼであ
る。ɹ

このようなෳ雑かつ多ཁҼの影響の
もと์غ஍の植生ભ移は΄場内の؅理
ཤྺのみに着目して，その生態現৅を
シンプルに予ଌすることは難しくなっ
てきている。ຊߘで঺介した野֎観察
や操作試ݧの݁果からは，アζマネザ
αやクζといった在来の優占植物種と
のݯࢿを८るڝ૪，これら優占植物の
མ葉མࢬのଯੵ，֎来ङྌ鳥をؚむ野
生動物の࠾৯ߦ動がෳ雑に作用して，
஍Ҭのయ型的な৿ྛのճ෮がఀ଺して
いる可能性がࣔされた。しかしながら
日ຊ全体を見ると耕作์غ஍にお͚る
植生ભ移のύターンとそれをن程する
ཁҼについては，まだまだ実態が明ら
かとされていない。֤஍で耕作์غ஍
植生の植生ભ移過程を明らかにし౔஍
をޮ཰的に؅理するための方๏をݯࢿ
֬立していく必ཁがある。

Ҿ༻จݙ
CS BNeS
 7� "� BOd 3� +� )obbT 2007� 0Md 

'ieMdT� %ZOBNiDT BOd 3eTUoSBUioO oG 
"bBOdoOed 'BSNMBOd� *TMBOd 1SeTT� 
QQ����

&S iLTToO
 0� BOd +� &ISMÉO 1992� 4eed 
BOd NiDSoTiUe MiNiUBUioO oG SeDSViUNeOU 
iO QMBOU QoQVMBUioOT� 0eDoMoHiB� 91	�

 
��0�����

খ ໆ ७一 200�� 日ຊの草஍面ੵの変ભ ژ �
都ਫ਼՚大学紀ཁ � �0
 1�0�172�

0T BXB
 5� 2011� .BOBHeNeOU�NediBUed 
G BD i M i U B U i oO �  M i s c a n t h u s  s i n e n s i s  
GVODUioOT BT B OVSTe QMBOU iO 4BUoZBNB 
HSBTTMBOd� (SBTTM� 4Di� �7	�

 20��210�

ਿ ຊจ199 ࡾ�� ୈ 1 ষ ാ作ٕज़のফ長 � 農ྛ

ਤ ��　ΞζϚωβαͷൟໜͨ͠غ์࡞ߞ஍ʹ͓͚Δ৿ྛͷޮ཰తͳ࠶ੜखॱ
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ਫ産ল農ྛਫ産ٕज़会議事務ہ（ฤ）ত࿨
農業ٕज़発達࢙ ୈ̏巻 ാ作ฤ・ܳ޻作ฤ �

5o LVoLB
 :� et al� 2011� -iNiUBUioOT oO USee 
TeedMiOH eTUBbMiTINeOU BDSoTT eDoUoOeT 
beUXeeO BbBOdoOed peMdT BOd BdKBDeOU 
bSoBd�MeBved GoSeTUT iO eBTUeSO +BQBO� 
1MBOU &DoM� 212	�

 92��9���

5o LVoLB
 :� et al� 201�� 3eNovBM oG 
DoNQeUiUive OBUive TQeDieT DoNbiOed 
XiUI USee QMBOUiOH DBO BDDeMeSBUe 
UIe iOiUiBM BGGoSeTUBUioO QSoDeTT� BO 

eYQeSiNeOU iO BO oMd GieMd iO +BQBO 
iOvBded bZ dXBSG bBNboo BOd LVd[V� 
+� 'oS� 3eT� 2�
 ��1�����

5o LVoLB
 :� et al� 2019� *OUeSBDUioOT 
BNoOH dXBSG bBNboo
 MiUUeS BOd 
DoOTVNQUioO bZ TNBMM veSUebSBUeT 
QMBDe NVMUiQMe DoOTUSBiOUT oO UIe 
eTUBbMiTINeOU oG OBUive USee TeedMiOHT 
iO B +BQBOeTe BHSiDVMUVSBM MBOdTDBQe� +� 
1MBOU &DoM� 12	2

 292��0��

5o LVoLB
 :� BOd /� /BLBHoTIi 2017� 

%iveSTe QBUUeSOT oG veHeUBUioO DIBOHe 
BGUeS VQMBOd GieMd BbBOdoONeOU iO 
+BQBO� *O� )oOH 4,
 /BLBHoTIi / 	edT
 
-BOdTDBQe &DoMoHZ GoS 4VTUBiOBbMe 
4oDieUZ� 4QSiOHeS
 CIBN�

5T VZV[BLi
 4� 200�� M i s c a n t h u s  s i n e n s i s  
H SBTT MBOd i T  BO  iOd iDB UoS  Q MBOU 
DoNNVOiUZ Uo QSediDU GoSeTU SeHeOeSBUioO 
BOd deveMoQNeOU oO TLi TMoQeT iO +BQBO� 
&DoM� *OdiD�  �	2

 109�11��

ͼٴӦମ਺ܦۀผ೶ۀӦମʹ͓͚るओ෭ܦਓݸ
ηϯαε͔Βɹͦͷ̏ʣۀ਺ʢ����೥೶ྛऀࣄैۀత೶װج

　౷ܭσʔλ͔Β

ද ��　ओ෭ۀผܦӦମ਺

人経Ӧ体を主෭業別にみると，දݸ �1 にࣔすように，主業
経Ӧ体（農業所ಘが �0ˋ以上で，1 年間に自Ӧ農業に �0 日以
上ै事している �� 未ຬの世ଳһがいる）はࡀ 2� ສ経Ӧ体で
� 年લにൺべ � ສ 2 ઍ経Ӧ体が減গし，४主業経Ӧ体（農業所
ಘが �0ˋ未ຬで，同上の世ଳһがいる）は 1� ສ 1 ઍ経Ӧ体
で 11 ສ � ઍ経Ӧ体の減গ，෭業的経Ӧ体（同上の世ଳһがい
ない）は �� ສ � ઍ経Ӧ体で 12 ສ̐ઍ経Ӧ体がいずれも減গ
している。この݁果，ݸ人経Ӧ体に占めるׂ合は，主業経Ӧ体
が 22�2ˋ，४主業経Ӧ体が 1���ˋ，෭業的経Ӧ体が ���2ˋと，
෭業的経Ӧ体が大部分を占める現状は � 年લと変わりない。

なお，1 年間に自Ӧ農業に 1�0 日以上ै事した �� 未ຬのࡀ
農業ઐै者がいるׂ合は，主業経Ӧ体では �7��ˋ（20 ສ 1 ઍ

経Ӧ体）に対し，४主業経Ӧ体では ���9ˋ（� ສ � ઍ経Ӧ体）
と，後者では௿くなっている。

ද �2 にࣔすように，主に自Ӧ農業にै事するװج的農業ै
事者は 1�� ສ 1 ઍ人で，� 年લにൺべ �9 ສ � ઍ人（22��ˋ）
減গしている。また，年ྸ֊૚別にみても全ての֊૚で減গし
ている。֤年ྸ֊૚別では 70 代が占めるׂ合がࡀ ���9ˋと最
も多く，次いで �0 代のࡀ 2���ˋ，�0 以上ࡀ 17��ˋとなって
いる一方，20 代以Լはࡀ 1�2ˋ，�0 代ࡀ ��7ˋ，�0 代ࡀ ��9ˋ，
�0 代ࡀ 9��ˋと，いずれも一ܻ୆とগない。そして，�� 以ࡀ
上が占めるׂ合は �9��ˋとなり，� 年લにൺべ ��9 ϙイント
上ঢしている。その݁果，ฏۉ年ྸも �7 からࡀ �7�� へとࡀ
より高ྸ化が進んでいる。ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（,� 0）

ʢ୯ҐɿઍܦӦମʣ

ද ��　೥ྸผװجత೶ऀࣄैۀ਺ʢݸਓܦӦମʣ ʢ୯Ґɿਓʣ


